
第3020号

3020号

1　平成29年11月 6 日 町 村 週 報 昭和29年１月30日
第三種郵便物認可（ ）

町村週報
発行所 全国町村会 〒100-0014 東京都千代田区永田町1丁目11番35号：電話03-3581-0486　FAX03-3580-5955
発行人 武居丈二：定価1部40円・年間1,500円（税、送料含む）　振替口座00110-8-47697　　　http://www.zck.or.jp

町 村 の 購 読 料 は 会 費
の中に含まれております

毎週月曜日発行

（ ）

秋の裏磐梯（福島県猪苗代町・北塩原村）

2
0
0
0
年
に
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
て

以
来
、
自
治
・
分
権
改
革
、
地
方
主
権
、
最
近
で
は

地
方
創
生
な
ど
の
言
葉
が
よ
く
登
場
す
る
。
と
こ
ろ

が
、私
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
も
自
治
体
行
政
も
、大
き

く
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、主
に
制
度

に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
、地
域
と
は
何
か
が
リ
ア
ル
に

理
解
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
は
、
地
域
と
は
何
か
。
約
40
年
前
、
経
済
学
者

の
玉
野
井
芳
郎
が
中
心
に
な
っ
て
「
地
域
主
義
研
究

集
談
会
」
を
組
織
し
、「
地
域
主
義
」
を
提
唱
し
た
。

そ
れ
は
「
既
成
の
も
の
の
枠
を
こ
え
た
何
か
を
視
座

に
お
こ
う
と
し
て
」
お
り
、
多
く
の
人
た
ち
に
注
目

さ
れ
て
い
く
。
玉
野
井
は
こ
う
述
べ
る
。

「
地
域
主
義
と
は
、
地
域
に
生
き
る
生
活
者
た
ち

が
、
そ
の
自
然
・
歴
史
・
風
土
を
背
景
に
、
そ
の
地

域
社
会
ま
た
は
地
域
の
共
同
体
に
対
し
て
一
体
感
を

も
ち
、
経
済
的
自
立
性
を
踏
ま
え
て
、
み
ず
か
ら
の

政
治
的
・
行
政
的
自
律
性
と
文
化
的
独
自
性
を
追
求

す
る
こ
と
を
い
う
」

「
地
域
に
自
分
を
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ァ
イ
す
る
住

民
の
自
発
性
と
実
行
力
に
よ
っ
て
地
域
の
個
性
を
生

か
し
き
る
産
業
と
文
化
を
内
発
的
に
創
り
あ
げ
る
」

残
念
な
が
ら
、
1
9
8
5
年
の
玉
野
井
の
死
去
や

86
年
以
降
の
バ
ブ
ル
経
済
な
ど
に
よ
っ
て
、
地
域
主

義
の
思
潮
は
ほ
ぼ
姿
を
消
す
。
だ
が
、
昨
今
の
田
園

回
帰
す
る
若
者
た
ち
の
発
想
・
行
動
・
感
性
を
見
て

い
る
と
、
地
域
主
義
は
再
び
そ
こ
に
生
き
て
い
る
と

強
く
感
じ
る
。
彼
ら
は
、
農
林
業
で
あ
れ
地
場
産
業

で
あ
れ
自
治
体
の
仕
事
で
あ
れ
、
ま
っ
と
う
な
も
の

を
つ
く
り
、
広
め
る
と
い
う
倫
理
観
と
、
適
切
な
ビ

ジ
ネ
ス
感
覚
（
＝
経
済
的
自
立
）
を
も
ち
あ
わ
せ
て

い
る
。
彼
ら
が
目
指
す
の
は
、
新
自
由
主
義
に
基
づ

く
弱
肉
強
食
の
世
界
と
対
極
に
あ
る
、「
共
」
的
存

在
（
コ
モ
ン
ズ
）
を
ベ
ー
ス
と
し
た
社
会
だ
。
そ
れ

は
地
域
主
義
が
提
起
し
た
社
会
像
で
も
あ
る
。

玉
野
井
が
編
ん
だ
『
地
域
主
義
』
と
い
う
本
は
冒

頭
で
、「＜

地
域＞

と
い
う
漢
語
に
よ
っ
て
眼
前
に

う
か
ぶ
表
象
は
、
ど
こ
か
硬
く
、
冷
た
く
、
そ
し
て

乾
い
て
い
る
」
と
述
べ
る
。
だ
か
ら
、
そ
れ
を
生
身

の
生
活
の
場
に
取
り
戻
そ
う
と
し
た
。
同
様
に
、
自

治
・
分
権
改
革
も
地
方
主
権
も
地
方
創
生
も
、
硬
く
、

冷
た
く
、
乾
い
て
い
る
。
そ
れ
を
軟
ら
か
く
、
温
か

く
、潤
い
を
も
っ
て
地
域
に
埋
め
込
ん
で
い
く
の
は
、

田
園
回
帰
し
た
若
者
た
ち
の
役
割
だ
。

コ
モ
ン
ズ
代
表
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

大お
お

江え　

正た
だ

章あ
き

地
域
主
義
と
田
園
回
帰

磐梯山の噴火で生まれた秋元湖、
小野川湖、桧原湖などを望む約
13kmのドライブコース「磐梯吾妻
レークライン」。途中の「中津川渓
谷」は、裏磐梯随一の紅葉スポッ
ト。秋になるとブナ、トチ、カエ
デなどが色づき、山と水が織り成
す渓谷美を堪能することができる。
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再犯防止施策の全国展開に向けて

法務省大臣官房秘書課再犯防止推進室

再
犯
の
現
状
と
　
　
　
　
　
　

再
犯
防
止
施
策
の
必
要
性

刑
法
犯
に
よ
り
検
挙
さ
れ
た
者
は
、
平
成

13
年
か
ら
増
加
し
続
け
、
平
成
16
年
に
ピ
ー

ク
の
38
万
９
２
９
７
人
と
な
っ
た
が
、
そ
の

後
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
平
成
27
年
に
は
23

万
９
３
５
５
人
と
、
戦
後
最
少
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
、
検
挙
人
員
中
の
初
犯
者
の
人
員

が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
の
に
比
べ
、
再
犯

者
の
人
員
に
つ
い
て
は
微
減
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
検
挙
人
員
に
占
め
る
再
犯

者
の
人
員
の
比
率
（
再
犯
者
率
）
は
一
貫
し

て
上
昇
し
続
け
、平
成
27
年
は
48
・
０
％
（
前

年
比
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）
と
な
っ
て
い

る
。【
図
１
】

国
民
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
「
世
界

一
安
全
な
国
、
日
本
」
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
犯
罪
を
し
た
者
等
の
再
犯
を
防
止
す
る

こ
と
が
特
に
重
要
と
い
え
る
。

こ
れ
ま
で
、
政

府
に
お
い
て
は
、

平
成
24
年
の
「
再

犯
防
止
に
向
け
た

総
合
対
策
」（
総

合
対
策
）
や
、
平

成
26
年
の
「
宣

言
：
犯
罪
に
戻
ら

な
い
・
戻
さ
な
い

～
立
ち
直
り
を
み

ん
な
で
支
え
る
明

る
い
社
会
へ
～
」

（
宣
言
）、
平
成
28

年
の
「
薬
物
依
存

者
・
高
齢
犯
罪
者

等
の
再
犯
防
止
緊

急
対
策
～
立
ち
直
り
に
向
け
た
“
息
の
長
い
”

支
援
に
つ
な
げ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
～
」

等
を
決
定
し
、
政
府
一
丸
と
な
っ
て
再
犯
防

止
施
策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
う

し
た
取
組
に
よ
り
一
定
の
成
果
が
上
が
っ
て

い
る
が
、
政
府
目
標
の
達
成
は
道
半
ば
で
あ

り
、
更
な
る
取
組
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。【
図
２
】

再
犯
防
止
推
進
法
の
施
行

平
成
28
年
２
月
以
降
、「
超
党
派
で
再
犯

防
止
を
進
め
る
議
員
連
盟
」
に
お
い
て
再
犯

防
止
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の
議
員
立
法
に

つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
、
平
成
28
年
12
月

７
日
、「
再
犯
の
防
止
等
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」（
平
成
28
年
法
律
第
１
０
４
号
）
が

衆
参
両
院
と
も
に
全
会
一
致
で
成
立
し
、
同

月
14
日
に
公
布
・
施
行
さ
れ
た
。

法
務
省
に
お
い
て
は
、
同
法
に
基
づ
き
法

務
大
臣
が
作
成
す
る
「
再
犯
防
止
推
進
計
画

の
案
」に
掲
げ
る
事
項
等
を
検
討
す
る
た
め
、

平
成
29
年
２
月
、
法
務
副
大
臣
を
議
長
と
す

る
「
再
犯
防
止
推
進
計
画
等
検
討
会
」
を
設

置
し
、
関
係
省
庁
や
有
識
者
委
員
と
議
論
を

重
ね
て
き
た
。
現
在
、
検
討
会
と
し
て
の
推

進
計
画
案
を
取
り
ま
と
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

（
本
年
11
月
10
日
ま
で
）、
本
年
中
に
閣
議
決

定
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

再
犯
防
止
推
進
計
画
（
案
）

再
犯
防
止
施
策
は
極
め
て
多
岐
に
わ
た
る

と
こ
ろ
、
推
進
計
画
案
に
お
い
て
は
、
同
法

第
２
章
が
規
定
す
る
基
本
的
施
策
に
基
づ

政  策  解  説

図２　これまでの政府の取組における目標の達成状況

図１　�刑法犯検挙人員中の再犯者人員・再犯者
率の推移（平成28年版犯罪白書）
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き
、次
の
７
つ
を
重
点
課
題
と
し
て
整
理
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
今
後
５
年
間
を
見
据

え
た
具
体
的
施
策
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

１
．
就
労
・
住
居
の
確
保
等

○�　

職
業
訓
練
・
就
職
支
援
の
充
実
、
職
場

定
着
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
実
施

○�　

協
力
雇
用
主
に
対
す
る
支
援
の
充
実
、

協
力
雇
用
主
の
社
会
的
評
価
向
上
の
た
め

の
取
組
等
の
実
施
（
国
に
よ
る
雇
用
の
推

進
、
協
力
雇
用
主
の
受
注
の
機
会
の
増
大

等
）

○�　

就
労
と
福
祉
の
狭
間
に
あ
る
者
に
対
す

る
障
害
者
支
援
事
業
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
と
連
携
し
た
支
援
の
実
施

○�　

矯
正
施
設
出
所
後
の
適
切
な
帰
住
先
の

調
整
や
、
更
生
保
護
施
設
等
の
一
時
的
住

居
の
確
保
の
更
な
る
充
実

○�　

地
域
社
会
に
お
け
る
定
住
先
の
確
保
に

向
け
た
取
組
の
実
施
（
公
営
住
宅
へ
の
入

居
に
お
け
る
特
別
の
配
慮
、
賃
貸
住
宅
の

供
給
の
促
進
等
）

２
．�

保
健
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の

促
進
等

○�　

刑
事
司
法
関
係
機
関
、
地
域
生
活
定
着

支
援
セ
ン
タ
ー
、
保
健
医
療
・
福
祉
関
係

機
関
等
と
の
連
携
の
強
化

○�　

刑
事
司
法
手
続
の
入
口（
起
訴
猶
予
等
）

か
ら
出
口
（
矯
正
施
設
出
所
）
ま
で
の
あ

ら
ゆ
る
段
階
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
に
向
け
た
支
援
の
実
施

○�　

薬
物
事
犯
者
に
対
す
る
指
導
等
の
充
実

（
指
導
体
制
の
整
備
、
海
外
に
お
け
る
拘

禁
刑
に
代
わ
る
措
置
も
参
考
に
し
た
効
果

的
な
再
犯
防
止
方
策
の
検
討
等
）

○�　

地
域
に
お
け
る
治
療
・
支
援
機
関
の
整

備
や
自
助
グ
ル
ー
プ
を
含
む
民
間
団
体
へ

の
支
援
、
治
療
・
支
援
に
当
た
る
人
材
の

育
成
の
推
進

３
．
学
校
等
と
連
携
し
た
修
学
支
援
の
実
施
等

○�　

学
校
・
地
域
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
非

行
の
未
然
防
止
に
向
け
た
支
援
の
実
施

○�　

犯
罪
・
非
行
に
よ
る
学
校
教
育
の
中
断

防
止
や
学
校
・
地
域
に
お
い
て
再
び
学
ぶ

た
め
の
支
援
の
実
施
（
矯
正
施
設
内
で
の

学
び
の
継
続
に
向
け
た
取
組
の
充
実
、
矯

正
施
設
か
ら
の
進
学
・
復
学
の
支
援
等
）

４
．�
犯
罪
を
し
た
者
等
の
特
性
に
応
じ
た
効

果
的
な
指
導
の
実
施
等

○�　

適
切
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
特
性
に
応
じ

た
効
果
的
な
指
導
等
の
実
施
（
性
犯
罪
・

ス
ト
ー
カ
ー
加
害
者
、
暴
力
団
関
係
者
、

少
年
・
若
年
者
、
女
性
、
発
達
上
の
課
題

を
抱
え
る
者
等
に
対
す
る
指
導
等
の
実
施
）　

○�　

再
犯
の
実
態
把
握
や
指
導
等
の
効
果
検

証
及
び
効
果
的
な
処
遇
の
在
り
方
に
関
す

る
調
査
研
究
の
実
施

５
．�

民
間
協
力
者
の
活
動
の
促
進
等
、広
報
・

啓
発
活
動
の
推
進
等

○�　

保
護
司
、
更
生
保
護
女
性
会
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ

会
、
少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
の
他

民
間
協
力
者
に
対
す
る
支
援
の
実
施
（
幅

広
い
年
齢
層
の
民
間
協
力
者
の
開
拓
、
更

生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設
置
の
推
進

等
）

○�　

民
間
協
力
者
が
再
犯
防
止
活
動
を
実
施

し
や
す
い
環
境
整
備
の
推
進
（
更
生
保
護

事
業
の
在
り
方
の
抜
本
的
見
直
し
、
民
間

資
金
の
活
用
の
在
り
方
の
検
討
等
）

○�　
“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
を
始
め

と
す
る
広
報
・
啓
発
活
動
の
推
進
、
民
間

協
力
者
に
対
す
る
表
彰
の
実
施

６
．
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携
強
化
等

○�　

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
再
犯
防
止
施

策
の
推
進
の
た
め
の
国
に
よ
る
支
援
の
実

施
（
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
取

組
の
支
援
、地
方
再
犯
防
止
推
進
計
画（
同

法
第
８
条
第
１
項
）の
策
定
等
の
促
進
等
）

○�　

地
方
公
共
団
体
へ
の
情
報
・
知
見
の
提

供
・
共
有
な
ど
に
よ
る
国
と
地
方
公
共
団

体
と
の
連
携
強
化

７
．
関
係
機
関
の
人
的
・
物
的
体
制
の
整
備
等

○�　

再
犯
防
止
関
係
機
関
の
職
員
体
制
の
整

備
や
職
員
研
修
の
充
実
、
矯
正
施
設
の
環

境
整
備
の
実
施

町
村
へ
の
期
待

犯
罪
や
非
行
を
し
た
者
は
、
服
役
す
る
な

ど
し
た
後
、
再
び
社
会
の
一
員
と
な
る
。

再
犯
防
止
推
進
法
で
は
、
犯
罪
を
し
た
者

等
を
社
会
か
ら
排
除
し
、
孤
立
さ
せ
る
の
で

は
な
く
、
国
民
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
再

び
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
な
る
こ
と
を
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
が
繰
り
返
さ
れ

な
い
、
新
た
な
被
害
者
を
生
ま
な
い
、
国
民

が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
を
理
念
と
し
て
掲
げ
、
そ
の
た
め

に
国
・
地
方
公
共
団
体
・
民
間
団
体
等
が
一

体
と
な
っ
て
、
再
犯
防
止
に
取
り
組
む
こ
と

を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の

責
務
に
つ
い
て
も
、
明
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

し
か
し
、
再
犯
防
止
施
策
は
、
こ
れ
ま
で

刑
務
所
や
保
護
観
察
所
等
の
刑
事
司
法
関
係

機
関
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
き
た
た
め
、

地
方
公
共
団
体
の
中
に
は
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
取
組
を
進
め
れ
ば
よ
い
の
か
、
悩
ま

れ
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

今
後
、
法
務
省
で
は
、
国
と
地
方
公
共
団

体
が
連
携
し
て
再
犯
防
止
施
策
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
方
公
共
団
体
に
対

し
て
、
国
が
持
つ
知
見
・
ノ
ウ
ハ
ウ
、
先
進

自
治
体
に
よ
る
好
事
例
な
ど
地
方
に
お
け
る

再
犯
防
止
施
策
を
進
め
る
上
で
有
益
と
考
え

ら
れ
る
情
報
提
供
等
の
各
種
支
援
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
村
に
お
い
て
も
、
今
後
の
再
犯
防
止
施

策
の
動
向
に
つ
い
て
注
視
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、地
方
再
犯
防
止
推
進
計
画
の
策
定
、

更
に
は
国
の
関
係
機
関
と
連
携
し
た
再
犯
防

止
施
策
の
実
施
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
た
い
。

最
後
に
、
再
犯
防
止
に
関
す
る
御
質
問
・

御
要
望
等
が
あ
る
場
合
に
は
、
遠
慮
な
く
、

全
国
各
地
の
検
察
庁
、
刑
務
所
、
少
年
院
、

少
年
鑑
別
所
、
保
護
観
察
所
と
い
っ
た
刑
事

司
法
関
係
機
関
の
ほ
か
、
法
務
省
大
臣
官
房

秘
書
課
再
犯
防
止
推
進
室
ま
で
御
連
絡
い
た

だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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検
討
会
を
設
置
し
、　
　
　
　
　

地
域
共
生
社
会
の
方
向
性
を
探
る

「
地
域
に
お
け
る
住
民
主
体
の
課
題
解

決
力
強
化
・
相
談
支
援
体
制
の
在
り
方
に

関
す
る
検
討
会
」地
域
力
強
化
検
討
会
は
、

テ
ー
マ
に
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
」
を
掲
げ
る
。

こ
の
度
、
公
表
さ
れ
た
地
域
力
強
化
検
討

会
の
最
終
と
り
ま
と
め
に
は
、
地
域
共
生

社
会
の
実
現
の
た
め
の
方
向
性
や
具
体
的

な
取
組
例
、
留
意
点
等
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。

「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
は
子
供
・

高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
全
て
の
人
々
が
地

域
、
暮
ら
し
、
生
き
が
い
を
共
に
創
り
、

高
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目
指
す

も
の
で
、
2
0
1
6
年
6
月
2
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ

ラ
ン
」
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
は
こ
の
「
地
域
共
生
社
会

の
実
現
」
を
具
現
的
に
検
討
す
る
た
め
、

2
0
1
6
年
10
月
に
「
地
域
力
強
化
検
討

会
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
厚
生
労
働
大

臣
が
本
部
長
と
な
り
、
①
「
他
人
事
」
に

な
り
が
ち
な
地
域
づ
く
り
を
地
域
住
民
が

「
我
が
事
」
と
し
て
主
体
的
に
取
り
組
む

仕
組
の
構
築
、
②
市
町
村
に
お
け
る
地
域

づ
く
り
の
取
組
の
支
援
、
③
公
的
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
へ
の
つ
な
ぎ
を
含
め「
丸
ご
と
」

対
応
で
き
る
総
合
相
談
支
援
の
体
制
整
備

推
進
の
た
め
、「『
我
が
事
・
丸
ご
と
』
地

域
共
生
社
会
実
現
本
部
」
を
設
置
。
そ
の

下
部
組
織
と
し
て
、
住
民
主
体
に
よ
る
地

域
課
題
の
解
決
力
強
化
・
体
制
づ
く
り
、

市
町
村
に
よ
る
包
括
的
相
談
支
援
体
制
等

の
検
討
を
行
う
「
地
域
力
強
化
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
」
が
設
け
ら
れ
た
。
地
域
力

強
化
検
討
会
開
催
の
ね
ら
い
は
、
具
体
的

実
例
に
基
づ
く
検
討
を
行
い
、
実
現
本
部

に
お
け
る
議
論
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
に

あ
っ
た
。総

論
―
今
後
の
方
向
性

○
地
域
共
生
社
会
を
我
が
国
の
文
化
に

最
終
と
り
ま
と
め
は
、「
地
域
共
生
社

会
の
実
現
」
に
向
け
た
方
向
性
を
示
す
総

論
か
ら
始
ま
る
。

ま
ず
は
、「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ

ラ
ン
」
に
あ
る
「
子
供
・
高
齢
者
・
障
害

者
な
ど
全
て
の
人
々
が
地
域
、
暮
ら
し
、

生
き
が
い
を
共
に
創
り
、
高
め
合
う
こ
と

が
で
き
る
『
地
域
共
生
社
会
』」
を
創
造

す
る
と
い
う
高
い
理
想
を
掲
げ
、
我
が
国

の
文
化
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
挑
戦
し
続

け
て
い
く
こ
と
に
価
値
が
あ
る
と
宣
言
。

続
い
て
、
方
向
性
の
詳
し
い
説
明
に
入

る
。①

様
々
な
交
流
や
行
事
の
開
催
等
で
つ

な
が
り
を
も
つ
こ
と
で
、
従
来
の
申
請
主

義
に
よ
る「
待
ち
」の
姿
勢
か
ら
脱
却
。「
予

防
」
の
視
点
に
基
づ
き
見
守
り
や
日
常
の

地
域
活
動
な
ど
を
整
え
、
抱
え
て
い
る
問

題
が
深
刻
化
し
、
解
決
が
困
難
な
状
況
と

な
る
前
に
早
期
発
見
し
て
早
期
支
援
に
つ

な
げ
る
、
②
分
野
別
、
年
齢
別
の
縦
割
り

の
支
援
か
ら
、
当
事
者
を
中
心
に
据
え
た

「
丸
ご
と
」
の
支
援
へ
の
移
行
を
目
指
す
。

そ
の
た
め
に
地
域
生
活
課
題
を
解
決
で
き

る
専
門
職
か
ら
な
る
多
職
種
連
携
、
地
域

住
民
等
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
連
携
を
核

と
す
る
包
括
的
な
支
援
体
制
を
整
備
す

る
、
③
こ
れ
ま
で
支
援
の
「
受
け
手
」
で

あ
っ
た
人
が
「
支
え
手
」
に
回
る
こ
と
を

可
能
と
す
る
「
支
え
手
」
と
「
受
け
手
」

　
「
地
域
に
お
け
る
住
民
主
体
の
課
題
解
決
力
強
化
・
相
談
支
援
体
制
の
在
り

方
に
関
す
る
検
討
会
」
地
域
力
強
化
検
討
会
の
最
終
と
り
ま
と
め
が
公
表
さ

れ
た
。
厚
生
労
働
省
は
最
終
と
り
ま
と
め
を
踏
ま
え
、
改
正
社
会
福
祉
法
第

1
0
6
条
の
３
に
基
づ
く
指
針
の
策
定
、
地
域
福
祉
計
画
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

改
定
を
行
い
、
そ
の
後
の
「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
。

～地域共生社会の実現に向け
“我が事・丸ごと”の地域づくりへ～

「地域力強化検討会」最終とりまとめ
政 策 解 説

町 村 週 報（第三種郵便物認可）

政　策

平成29年11月 6 日　4第3020号



地域力強化検討会最終とりまとめ（平成29年９月12日）の概要
～地域共生社会の実現に向けた新たなステージへ～

総論（今後の方向性）

○各福祉分野に共通して取り組むべき事項の例

・ 福祉以外の様々な分野（まちおこし、産業、農林水産、土木、防犯・防災、

社会教育、環境、交通、都市計画等）との連携に関する事項

・ 高齢、障害、子ども等の各福祉分野のうち、特に重点的に取り組む分野

・ 制度の狭間の問題への対応のあり方

・ 共生型サービスなどの分野横断的な福祉サービスの展開

・ 居住に課題を抱える者・世帯への横断的な支援のあり方

・ 市民後見人の養成や活動支援、判断能力に不安がある人への金銭管理、

身元保証人など、権利擁護のあり方

・ 高齢者、障害者、児童に対する統一的な虐待への対応や、家庭内で虐待

を行った介護者・養育者が抱えている課題にも着目した支援のあり方

・ 各福祉分野・福祉以外の分野の圏域の考え方・関係の整理

・ 地域づくりに資する複数の事業を一体的に実施していくための補助事業

等を有効に活用した連携体制

・ 役所内の全庁的な体制整備 等

○計画策定に当たっての留意点

・ 狭義の地域福祉計画の担当部局のみならず、計画策定を通して、部局を

超えた協働の仕組みができるような体制をとる。

・ 他の福祉に関する計画との調和を図る方法として、計画期間をそろえる、

一体的に策定するなどの方法が考えられる。

・ 成年後見、住まい、自殺対策、再犯防止等の計画と一体的に策定するこ

とも考えられる。

◆ 地域共生が文化として定着する挑戦 ◆ 「待ち」の姿勢から、「予防」の視点に基づく、早期発見、早期支援へ
◆ 専門職による多職種連携、地域住民等との協働による地域連携 ◆ 「支え手」「受け手」が固定されない、多様な参加の場、働く場の創造
◆ 「点」としての取組から、有機的に連携・協働する「面」としての取組へ

各論１ 市町村における包括的な支援体制の構築

【1】他人事を「我が事」に変えていくような働きかけをする機能

【2】「複合課題丸ごと」「世帯丸ごと」「とりあえず丸ごと」受け止める場

○３つの地域づくりの方向性の促進に向けた取組の例

・ 福祉、医療、教育、環境、農林水産、観光などの各分野における場や人材（地域
の宝）とつながる。分野を超えた協働を進めるとともに、分野を超えた協働を進
めていく役割を果たす人を地域の中から多く見つけていく。

・ 障害や認知症、社会的孤立等に関して学ぶことを通じ、地域や福祉を身近なも
のとして考える福祉教育の機会を提供する。

・ 地域から排除されがちな課題であっても、ソーシャルワーカーが専門的な対応を
行う中で、徐々に地域住民と協働していくといった取組を積み重ねる。そうした
取組を当事者のプライバシー等に配慮した上で広く知ってもらう。

○地域づくりを推進する財源等の例

・ 事業の一体的な実施による各分野の補助金等の柔軟な活用、共同募金におけ
るテーマ型募金や市町村共同募金委員会の活用、クラウドファンディング、ＳＩＢ、
ふるさと納税、社会福祉法人の地域公益的取組、企業の社会貢献活動等

○住民に身近な圏域での「丸ごと」受け止める場の整備にあたっての留意点
・ 担い手を定め、分かりやすい名称を付けるなどして、広く住民等に周知。

例１：地域住民による相談窓口を設置し、社会福祉協議会のＣＳＷが専門的観点からサポートする方法

例２：地域包括支援センターのブランチを拠点とした相談窓口を設置するとともに、民生委員等と協働していく方法

例３：自治体等において各種の相談窓口を集約し、各専門職が地域担当として、チームで活動していく方法

例４：診療所や病院のソーシャルワーカーなどが退院調整等だけでなく、地域の様々な相談を受け止めていく方法

・ 民生委員、保護司等の地域の関係者から、情報が入る体制を構築する。

【3】市町村における包括的な相談支援体制

○市町村における包括的な相談支援体制の構築にあたっての留意点
・ 支援チームの編成は、本人の意思やニーズに応じて新たな支援者を巻き込む。

・ 支援チームによる個別事案の検討や、資源開発のための検討の場について
は、①地域ケア会議などの既存の場の機能拡充、②協働の中核を担う者が
既存の場に出向く、③新設する等の対応が考えられる。

・ 生活困窮者支援の実践で培われた、働く場や参加の場を地域に見出していく、
福祉の領域を超えた地域づくりを推進

各論２「地域福祉（支援）計画」

各論３「自治体、国の役割」

○市町村→包括的な支援体制の整備について、責任をもって進めていく。地
域福祉計画として関係者と合意し、計画的に推進していくことが有効。

○都道府県→単独の市町村では解決が難しい課題への支援体制の構築、都
道府県域の独自施策の企画・立案、市町村への技術的助言

○国→指針等の作成で終わることなく、「我が事・丸ごと」の人材育成、プロセ
スを重視した評価指標の検討、財源の確保・あり方についての検討

第１０６条の３
第１項第１号

第１０６条の３
第１項第２号

第１０６条の３
第１項第３号

が
固
定
さ
れ
な
い
多
様
な
参
加
の
場
、
働

く
場
な
ど
の
創
造
を
促
す
。

④
こ
う
い
っ
た
「
我
が
事
・
丸
ご
と
」

の
地
域
づ
く
り
実
現
の
た
め
に
は
ⅰ
他
人

事
を
「
我
が
事
」
に
変
え
て
い
く
よ
う
な

働
き
か
け
を
行
う
機
能
、
ⅱ
住
民
に
身
近

な
圏
域
で
「
複
合
課
題
丸
ご
と
」「
世
帯

丸
ご
と
」「
と
り
あ
え
ず
の
丸
ご
と
」
受

け
止
め
る
場
、
ⅲ
市
町
村
域
や
広
域
で
の

包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
、
の
3
項
目
の

構
築
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
取
組

の
多
く
が
、
い
わ
ば
「
点
」
で
の
展
開
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
市
町
村
に
お
い

て
3
項
目
の
取
組
を
有
機
的
に
つ
な
げ
て

い
く
。
ま
た
、ⅰ 

～
ⅲ
の
機
能
が
な
か
っ

た
場
合
に
は
新
し
く
つ
く
り
出
す
。
そ
う

し
て
互
い
に
連
携
・
協
働
す
る
こ
と
で
結

束
し
「
面
」
と
し
て
広
げ
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
た
効

果
的
な
支
援
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
く
、

と
す
る
。

＜

各
論
１＞

「
市
町
村
に
お
け
る

包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築
」

○
３
つ
の
地
域
づ
く
り
の
方
向
性
の
下
に

「
他
人
事
を
『
我
が
事
』」
へ
と

総
論
を
受
け
、
各
論
の
解
説
が
続
く
。

各
論
は
、
1
．「
市
町
村
に
お
け
る
包

括
的
な
支
援
体
制
の
構
築
」（
改
正
社
会

福
祉
法
第
1
0
6
条
の
３
に
関
係
す
る
内

容
）、
2
．「
地
域
福
祉
（
支
援
）
計
画
」、

３
．「
自
治
体
、
国
の
役
割
」、
の
3
つ
の

部
分
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

「
市
町
村
に
お
け
る
包
括
的
な
支
援
体

制
の
構
築
」
は
、総
論
に
あ
る
「
我
が
事
・

丸
ご
と
」
の
地
域
づ
く
り
実
現
の
た
め
の

ⅰ 

～
ⅲ
の
内
容
に
対
応
し
て
お
り
、
改

正
社
会
福
祉
法
第
1
0
6
条
の
３
と
照
ら

し
合
わ
せ
な
が
ら
、
市
町
村
の
包
括
的
な

支
援
体
制
づ
く
り
に
必
要
な
3
項
目
が
説

明
さ
れ
て
い
る
。

最
初
に
あ
が
る
の
は
、
ⅰ
「
他
人
事
を

『
我
が
事
』
に
変
え
て
い
く
よ
う
な
働
き

か
け
を
す
る
機
能
」
で
、
改
正
社
会
福
祉

法
第
1
0
6
条
の
３
第
1
項
第
1
号
に
基

づ
く
内
容
と
な
る
。

そ
こ
で
は
、
他
人
事
を
互
い
に
影
響
し

合
い
な
が
ら
「
我
が
事
」
と
し
て
と
ら
え

る
意
識
を
醸
成
す
る
た
め
の
、
地
域
づ
く

り
に
関
す
る
３
つ
の
方
向
性
が
あ
が
っ
て

い
る
。

そ
の
地
域
づ
く
り
の
方
向
性
と
は
、①

「
自
分
や
家
族
が
暮
ら
し
た
い
地
域
を
考

え
る
」と
い
う
主
体
的
・
積
極
的
な
姿
勢

と
、福
祉
以
外
の
分
野
が
連
携
・
協
働
す
る

こ
と
で
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の
活
動
を
広

げ
る
、②「
地
域
で
困
っ
て
い
る
課
題
を
解

決
し
た
い
」と
い
う
思
い
を
も
ち
、様
々
な

取
組
を
行
う
地
域
住
民
や
、
福
祉
関
係
者

に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
共
生

の
文
化
を
広
げ
る
、 

③
ス
タ
ー
ト
は「
一

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

政　策

第3020号5　平成29年11月 6 日



人
の
課
題
か
ら
」に
な
る
が
、地
域
住
民
と

関
係
機
関（
専
門
職
）が
一
緒
に
な
っ
て
解

決
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
繰
り
返
し
な
が
ら
気

付
き
と
学
び
が
促
さ
れ
、
一
人
ひ
と
り
を

支
え
る
こ
と
を
め
ざ
す
、
と
な
る
。

①
の
促
進
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
で
展

開
さ
れ
る
福
祉
や
医
療
、
教
育
、
環
境
、

農
林
水
産
、
観
光
な
ど
様
々
な
分
野
に
お

け
る
会
議
や
集
い
、
サ
ロ
ン
等
を
見
つ
け

て
、
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な

る
。
こ
れ
は
、地
域
の
宝
探
し
と
も
言
え
、

地
方
創
生
と
も
連
携
し
な
が
ら
の
ま
ち
づ

く
り
に
発
展
す
る
可
能
性
を
秘
め
る
。
ま

た
、
③
の
取
組
は
課
題
を
抱
え
る
人
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
手
を
差
し
伸
べ
た
い

と
い
う
思
い
が
喚
起
さ
れ
た
り
、
同
じ
思

い
を
抱
え
る
地
域
住
民
と
一
緒
に
該
当
者

を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

る
。①

と
③
を
活
性
化
し
て
、
地
域
に
関
心

を
も
つ
住
民
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
、

②
の
促
進
に
結
び
つ
く
。
①
、
②
、
③
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、

相
互
に
影
響
を
及
ぼ
し
あ
い
、
経
験
を
積

み
重
ね
る
こ
と
で
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
、

地
域
づ
く
り
を
推
し
進
め
る
原
動
力
と

な
っ
て
い
く
。

「
我
が
事
」
と
し
て
認
識
し
た
地
域
の

課
題
を
そ
の
地
域
で
解
決
し
て
い
く
に

は
、
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
も
思
案
す
る

必
要
が
あ
る
。
各
分
野
の
補
助
金
等
を
柔

軟
に
活
用
し
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
共
同

募
金
に
よ
る
テ
ー
マ
型
募
金
、
市
町
村
共

同
募
金
委
員
会
の
活
用
・
推
進
、
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
S
I
B
の
導
入
、

ふ
る
さ
と
納
税
、
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る

地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
な
ど
を
検

討
す
る
こ
と
は
有
効
で
あ
る
。

○
「
丸
ご
と
」
受
け
止
め
る
場
の
創
造
を

2
つ
目
の
項
目
は
ⅱ
住
民
に
身
近
な
圏

域
の
中
で
、
住
民
が
直
面
し
て
い
る
課
題

に
対
し
て
「『
複
合
課
題
丸
ご
と
』、『
世

帯
丸
ご
と
』、
相
談
先
が
分
か
ら
な
い
課

題
も
『
と
り
あ
え
ず
丸
ご
と
』
受
け
止
め

る
場
」
を
築
く
こ
と
、
に
な
る
。
こ
の
内

容
は
第
1
0
6
条
の
３
第
1
項
第
2
号
に

立
脚
す
る
。

「
丸
ご
と
」
受
け
止
め
る
場
と
し
て
、

地
域
住
民
や
地
区
社
協
、
市
区
町
村
社
協

の
地
区
担
当
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

相
談
支
援
事
業
所
、
地
域
子
育
て
支
援
拠

点
、
利
用
者
支
援
事
業
、
社
会
福
祉
法
人
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
あ
が
っ
て
く
る
が
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
地
域
で
協
議
し
、
適

切
に
設
置
す
る
よ
う
、
最
終
と
り
ま
と
め

は
示
唆
す
る
。

○
複
雑
・
複
合
的
、
制
度
の
狭
間
の
課
題

等
に
は
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
対
応

第
1
0
6
条
の
３
第
1
項
第
３
号
に
関

わ
る
内
容
で
あ
る
ⅲ「
市
町
村
に
お
け
る

包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
」
で
は
、
課
題

の
解
決
の
た
め
に
必
要
な
支
援
体
制
づ
く

り
や
支
援
の
具
体
的
方
法
な
ど
が
述
べ
ら

れ
る
。
こ
れ
が
市
町
村
の
包
括
的
な
支
援

体
制
づ
く
り
に
必
要
な
3
項
目
と
な
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
住
民
に

身
近
な
圏
域
に
あ
る
相
談
機
関
で
は
対
応

が
難
し
い
複
雑
・
複
合
的
な
課
題
は
、
福

祉
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
医
療
、
保
健
、

雇
用
・
就
労
な
ど
多
分
野
の
、
複
数
の
専

門
機
関
と
協
働
し
な
が
ら
、
解
決
方
法
を

探
し
出
す
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

ま
た
、
制
度
の
狭
間
で
生
じ
た
問
題
解

決
に
は
、
関
係
機
関
同
士
の
連
携
の
み
な

ら
ず
、
地
域
住
民
と
協
働
し
て
新
た
な
社

会
資
源
を
見
つ
け
た
り
、
状
況
に
応
じ
て

は
新
し
い
制
度
等
を
つ
く
り
出
す
こ
と
も

不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
。

複
雑
・
複
合
的
な
課
題
も
制
度
の
狭
間

で
生
じ
た
問
題
も
と
も
に
、
決
ま
り
き
っ

た
型
で
は
な
く
、
い
わ
ば
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
型
で
の
解
決
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い

る
。＜

各
論
２＞

「
地
域
福
祉（
支
援
）

計
画
」

○
福
祉
計
画
の
上
位
項
目
と
し
て
、
総
合

的
に
推
進

支
援
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
取
組

内
容
を
明
確
化
し
て
「
地
域
福
祉
（
支
援
）

計
画
」を
立
案
す
る
こ
と
も
欠
か
せ
な
い
。

「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
の
体
制
整
備
を

記
載
す
る「
地
域
福
祉（
支
援
）計
画
」は
、

多
分
野
に
わ
た
る
福
祉
計
画
の
上
位
項
目

と
し
て
位
置
づ
け
、
総
合
的
に
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
策
定
さ
れ
る
住
民

の
地
域
福
祉
活
動
の
計
画
、
民
間
組
織
・

団
体
の
地
域
福
祉
活
動
の
計
画
と
「
地
域

福
祉
（
支
援
）
計
画
」
と
の
上
手
な
連
動
・

連
携
を
考
え
て
い
く
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
に

な
っ
て
く
る
。

＜

各
論
３＞

「
自
治
体
、国
の
役
割
」

○
都
道
府
県
、
国
の
力
を
得
つ
つ
推
進
を

包
括
的
な
支
援
の
中
心
は
、
地
域
住
民

と
関
係
の
深
い
市
町
村
に
あ
る
。
市
町
村

は
、関
係
者
と
話
し
合
い
を
進
め
な
が
ら
、

「
地
域
福
祉
（
支
援
）
計
画
」
の
一
環
と

し
て
支
援
体
制
整
備
を
計
画
的
に
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

都
道
府
県
は
、
市
町
村
だ
け
で
は
解
決

が
難
し
い
課
題
へ
の
支
援
体
制
の
構
築
、

都
道
府
県
域
の
独
自
施
策
の
企
画
・
立
案

と
と
も
に
、
市
町
村
へ
の
技
術
的
助
言
な

ど
を
担
う
。

国
は
指
針
等
の
作
成
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
を
支
え
る
人

材
育
成
、
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
た
評
価
指

標
作
成
、
財
源
の
確
保
・
あ
り
方
に
つ
い

て
の
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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地
域
の
中
小
企
業
が
有
望
な
地
域
資
源

（
農
林
水
産
物
、
産
地
の
職
人
の
技
、
観
光

資
源
等
）
を
活
用
し
て
行
う
新
た
な
事
業
展

開
の
推
進
を
図
る
た
め
、国
（
経
済
産
業
省
）

で
は
地
域
・
中
小
企
業
の
自
立
的
発
展
を
総

合
的
に
応
援
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

を
巡
る
厳
し
い
経
営
環
境
や
地
域
経
済
の
停

滞
等
を
踏
ま
え
、
平
成
27
年
度
に
「
中
小
企

業
に
よ
る
地
域
資
源
を
活
用
し
た
事
業
活
動

の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
の
一
部
が
改
正
さ

れ
て
い
ま
す
。

主
な
内
容
と
し
て
は
、様
々
な
関
係
者（
地

元
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
、
農
林
漁

業
者
、
商
工
組
合
や
農
業
・
漁
業
協
同
組
合
、

商
工
会
や
商
工
会
議
所
、
金
融
機
関
、
教
育

機
関
、
地
域
住
民
等
）
と
の
連
携
の
軸
と
な

り
得
る
地
方
自
治
体
が
、
積
極
的
な
関
与
に

よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
取
組
を
促
進
し
、
消

費
者
志
向
に
マ
ッ
チ
し
た「
ふ
る
さ
と
名
物
」

の
開
発
・
販
路
開
拓
に
取
り
組
み
、
ま
た
地

域
へ
の
呼
び
込
み
の
た
め
の
体
験
型
観
光
を

推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ほ

か
、地
方
自
治
体
が「
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣

言
」を
宣
言
す
る
と
、
そ
の
対
象
と
な
る「
地

域
資
源
活
用
事
業
計
画
」や「
農
商
工
等
連
携

事
業
計
画
」
等
に
対
し
て
、
国
の
「
ふ
る
さ

と
名
物
応
援
事
業
」
に
お
い
て
優
先
採
択
さ

れ
る
こ
と
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
地
方
自
治
体
の
「
ふ
る
さ
と
名
物
応
援

宣
言
」
で
の
後
押
し
等
に
よ
る
積
極
的
な
関

与
に
よ
り
、「
ふ
る
さ
と
名
物
」
を
テ
コ
に

し
た
地
域
全
体
を
捲
き
込
ん
だ
活
性
化
の
取

組
、
地
域
ぐ
る
み
の
継
続
的
な
取
組
を
通
じ

て
、
地
域
の
売
上
や
雇
用
の
増
大
、
地
域
経

済
の
好
循
環
へ
の
寄
与
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。中

小
機
構
で
は
、販
路
開
拓
支
援
の
ほ
か
、

高
度
化
融
資
制
度
等
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
以
下
の
と
お

り
ご
紹
介
し
ま
す
。

＜事業スキーム＞

○「中小企業による地域産業資源を活用した事業活動の促進に関する法律（中小企業地域産業資源活用促
進法）」（平成１９年６月施行）に基づく支援。

○中小企業が地域産業資源（生産技術、農林水産品、観光資源等）を活用し、新事業活動（新商品・新サービ
スの開発等）を行うことにより、需要の開拓を図る

地域産業資源活用とは

都道府県を経由して
国に計画を申請

計画認定

【基本方針】
主務大臣（経産、総務、財務、厚労、農水、国交大臣）が

基本方針（地域産業資源、地域産業資源活用事業計画の認定基準等）を策定

国 （経済産業局）

中小企業者

地域産業資源活用事業計画の主な要件

①都道府県が指定する地域資源を活用した事業であること

②地域のブランド力を高め、地域の他の中小企業者等の事業活動の促進に寄与する事
業であること
③新たな需要開拓の見通しがあること

【地域産業資源活用事業計画】
基本方針を踏まえ、中小企業者が、都道府県が指定する地域産業資
源（農林水産物、産地の技術、観光資源）を活用して、新商品の開発
等に取り組む事業計画を作成。

【地域産業資源を指定】

都道府県

地域産業資源の公表

都道府県が意見を付す

（結果報告）

計画申請 計画認定

一般社団・財団法人、NPO法人

地域資源活用支援事業計画の主な要件

①実施項目が具体的かつ明確であり、その実現
がみこまれるものであること。

②計画の実施に必要な資金の額及びその調達方
法を含む資金計画の実現が見込まれるものであ
ること。

【地域資源活用支援事業計画】

基本方針を踏まえ、一定の要件を満たす
一般社団・財団法人又はNPO法人が、販
路開拓・情報発信等を支援。

（参考）中⼩企業地域産業資源活⽤促進法について

＜事業スキーム＞

計画申請 計画認定

中小企業者等

農商工等連携事業計画の主な要件

①中小企業者と農林漁業者が有機的に連携して実施する
事業であること

②それぞれの経営資源を有効に活用すること
③新商品若しくは新役務の開発、生産・提供又は需要の

開拓を行うものであること
④中小企業の経営の向上かつ農林漁業者の農林漁業経

営の改善が実現すること

【農商工等連携事業計画】

基本方針を踏まえ、中小企業者（商工業者に限る）と
農林漁業者が共同で新商品の開発等に取り組む事業
計画を作成。

○「中小企業者と農林漁業者との連携による事業活動の促進に関する法律（農商工等連携促進法）」（平成２０年７月施行）に
基づく支援。

○中小企業者と農林漁業者が連携し、互いの経営資源（技術・販路等）を活用し、新事業活動（新商品・新サービスの開発等）
を行うことにより、需要の開拓を図る。

農商工等連携とは

計画申請 計画認定

一般社団・財団法人、NPO法人

農商工等連携支援事業計画の主な要件

計画期間内に５件以上の農商工等連携事業の形成を
実現させること、又は５件以上の農商工等連携事業に
対する指導・助言を行うことにより、中小企業者及び農
林漁業者が掲げた目標以上の成果を実現させること

【農商工等連携支援事業計画】

基本方針を踏まえ、一定の要件を満たす一般社団・財
団法人又はNPO法人が、農商工等連携事業に取り組
む事業者等に対する指導・助言等の支援を行う計画を
作成。

【基本方針】

主務大臣（農林水産大臣、経済産業大臣等）が
農商工等連携事業計画・支援事業計画の認定基準等を策定。

国 （経済産業局または農政局）

（参考）農商⼯等連携促進法について

地
域
資
源
法
の
認
定
事
業
者
の
施
設
整
備
を
支
援

～
中
小
機
構
に
よ
る
「
市
町
村
高
度
化
事
業
」
と
は
～

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
　
高
度
化
事
業
部
　
参
事
　
小
村　

幸
男
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中
小
機
構
の
支
援

⑴
販
路
開
拓
の
支
援

①
地
域
活
性
化
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
の
概
要

農
商
工
連
携
、
地
域
資
源
活
用
に
よ
る
新

商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
化
を
促
進
す
る

た
め
、
百
貨
店
や
大
手
ス
ー
パ
ー
、
卸
問
屋
、

通
販
事
業
者
を
メ
ン
バ
ー
と
し
た
「
地
域
活

性
化
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
連
携
し
て
、
商
品
開

発
・
販
路
開
拓
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

例
え
ば
、
展
示
会
出
展
の
機
会
提
供
や
サ

ポ
ー
ト
、バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談
機
会
の
提
供
、

テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
会
の
提
供
な
ど

が
受
け
ら
れ
ま
す
（
※
各
市
区
町
村
の
「
ふ

る
さ
と
名
物
応
援
宣
言
」
に
関
連
す
る
商
品

が
出
品
さ
れ
る
場
合
は
、
出
展
事
業
者
（
中

小
企
業
者
）
了
解
の
う
え
、
出
展
者
等
と
併

せ
て
「
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣
言
」
の
Ｐ
Ｒ

等
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
）。

②�

中
小
企
業
総
合
展
（
フ
ェ
ア
in
フ
ェ
ア
）

へ
の
出
展

生
活
雑
貨
等
を
対
象
と
し
た
「
中
小
企
業

総
合
展 

in 

Ｇ
ｉ
ｆ
ｔ 

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
」
と
、
食

品
・
飲
料
分
野
を
対
象
と
し
た
「
中
小
企
業

総
合
展 

in 

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
」
の
よ
う
な
民

間
専
門
展
示
会
に
参
加
で
き
ま
す
。

各
市
区
町
村
の
「
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣

言
」
に
関
連
す
る
商
品
が
出
品
さ
れ
る
場
合

は
、
出
展
事
業
者
了
解
の
う
え
、
出
展
者
等

と
併
せ
て
「
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣
言
」
の

Ｐ
Ｒ
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
（
出
展
に

は
審
査
が
あ
り
ま
す
）。

⑵
高
度
化
融
資
制
度
に
よ
る
支
援

高
度
化
融
資
制
度
と
は
、
経
営
基
盤
の
強

化
や
環
境
改
善
等
に
共
同
で
取
り
組
む
事
業

を
行
う
中
小
企
業
者
に
対
し
、
都
道
府
県
と

中
小
機
構
が
一
体
と
な
っ
て
資
金
の
貸
付
け

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
支
援
施
策
で
す
。

今
回
は
、
地
域
資
源
活
用
促
進
法
の
認
定

を
受
け
た
中
小
企
業
者
等
を
支
援
す
る
際
に

活
用
で
き
る
、
市
町
村
と
中
小
機
構
が
一
体

と
な
っ
て
行
う
「
市
町
村
高
度
化
事
業
」
と

呼
ん
で
い
る
融
資
制
度
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

地
域
資
源
法
の
認
定
事
業
へ
の
貸
付
と
は

地
域
資
源
活
用
促
進
法
第
15
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
く
「
認
定
地
域
産
業
資
源
活
用

事
業
」
と
し
て
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や
販
路
開
拓
等
を
行

お
う
と
す
る
中
小
企
業
者
へ
の
貸
付
け
を
行

う
際
に
、
市
町
村
で
の
予
算
が
少
な
く
と
も

事
業
者
の
必
要
と
す
る
資
金
を
貸
し
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

市
町
村
に
お
い
て
、
中
小
企
業
者
が
必
要

と
す
る
資
金
の
10
％
を
予
算
化
で
き
れ
ば
、

中
小
機
構
か
ら
80
％
見
合
い
の
資
金
の
貸
付

け
を
受
け
ら
れ
、
あ
わ
せ
る
こ
と
で
中
小
企

業
者
に
対
し
て
貸
付
対
象
と
な
る
事
業
費
の

90
％
ま
で
貸
付
け
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

貸
付
対
象
者
と
し
て
は
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や
販
路
開

拓
等
を
行
お
う
と
す
る
中
小
企
業
者
１
社
か

ら
で
も
対
象
と
な
る
ほ
か
、
地
域
産
業
資
源

活
用
事
業
を
支
援
す
る
事
業
（
認
定
地
域
産

業
資
源
活
用
支
援
事
業
）
を
行
う
一
般
社
団

法
人
、
一
般
財
団
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

も
含
ま
れ
、
多
様
な
資
金
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
ま
す
。

ま
た
、高
度
化
融
資
制
度
の
特
色
と
し
て
、

融
資
の
際
の
診
断
指
導
（
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
）
を
事
業
者
が
無
料
で
受
け
ら
れ
る
点
も

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

中
小
機
構
と
し
て
は
、
地
域
資
源
を
活
用

し
た
中
小
企
業
者
等
を
後
押
し
す
る
た
め

に
、
地
場
産
業
の
振
興
や
地
域
経
済
の
活
性

化
に
向
け
て
取
り
組
ま
れ
る
市
町
村
を
、
本

制
度
に
よ
り
積
極
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
中
小
機
構
高
度
化
事
業
部
高

度
化
事
業
企
画
課
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話
：
０
３

－

５
４
７
０

－

１
５
２
８

中小企業に対する
貸付条件

貸付割合 対象施設整備資金の
90%以内

償還期間 20年以内
（据置期間3年以内）

貸付金利 無利子

地域資源法の認定事業者を支援する 市町村等を中小機構がサポートします

中小機構が、中小企業組合

等に貸し付けを行う都道

府県などに対し、その資金の一部

を低金利かつ長期で貸し付ける

高度化事業ですが、市町村が利

用できるケースもあります。

 ここで紹介するのは、国から認定

を受けた「地域産業資源活用事

業」※1および「地域産業資源活用

支援事業」※2を行う中小企業者ら

に対し、施設整備資金を貸し付け

る市町村（特別区を含む）による

高度化事業です※3。最大で償還

期間20年間（据置期間3年以

内）、整備資金全体の80%まで

の貸し付けを無利子で受けること

ができます。

　市町村は、借り受けた資金に自

主財源を上乗せし、最大で整備資

金全体の90%までを中小企業に

貸し付けることが可能です。市町

村の負担を軽減し、地域創生につ

なげるこの事業を、あなたの自治

体の未来にお役立てください。

※1  地域産業資源を活用した商品・サービスの開発や販路開拓等を実施する事業
※2  上記の「地域産業資源活用事業」を支援する事業
※3  中小企業による地域産業資源を活用した事業活動の促進に関する法律第15条第1項。平成27年8月に改正。

中小機構の貸付負担割合は
全体の

市町村へのサポート体制

中小機構
が両面からサポート

中小企業へのサポート体制

同事業を活用するには、
事前に下記の項目の整備等が必要になります。

市町村の実質的な貸付負担割合は
全体の10%となります。
（この事業を事業者の方が限度額まで活用した場合）

中
小
機
構

「なんだかややこしそう…」と感じた方もいらっしゃるかと思いますが、ご安心ください。
こうした事前準備や手続き等に関しての相談はもちろん、中小機構では、市町村だ
けでなく中小企業へのサポート態勢も整えています。

◎�制度導入および実施に関する相談
に対して丁寧にサポートします。
◎�事業実施に必要な診断に協力する
ほか、助言等も行います。

◎�構想段階にある中小企業に対して
説明会を開催することも可能です。
◎�そのほか地域資源法の認定へ向け
た相談、計画のブラッシュアップや
認定後のフォローアップも実施し
ます。

●貸付および債権管理に係る条例等の規定の整備

�●診断や助言、貸付審査、契約、債権管理など、貸付関連業務に必要な
　実施体制等の整備

●貸付予算および債権管理予算の確保　　etc…

■ 貸付けの相手方 ■ 対象施設の例

中小企業／企業組合／協業組合／農業協同組合／漁業協同組合など 地域産業資源活用商品の生産工場／生産設備／倉庫／
物流施設／販売店舗など

一般社団法人／一般財団法人／特定非営利活動法人（NPO法人）など 地域産業資源活用商品の展示施設・販売店舗／試験・研究
施設／商品生産のための貸工場／観光地の案内所など

● 認定地域産業資源活用事業

● 認定地域産業資源活用支援事業

事業の対象として次のような事業者や施設が想定されます。

市町村に対する
貸付条件

貸付割合 対象施設整備資金の
80%以内

償還期間 20年以内
（据置期間3年以内）

貸付金利 無利子

80%

10%

90%

市町村の貸付負担割合は
全体の

市町村の
実質負担

市
町
村

中
小
企
業
者
等

中小機構貸付負担

［貸付け］

［貸付け］

中小企業の自己負担
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か
つ
て
、
那
須
町
黒
田
原
駅
北
側
に
存
在
し

た
馬
市
場
や
開
拓
・
林
業
等
で
も
馬
と
共
存
し

た
町
の
歴
史
に
基
づ
き
、
農
耕
馬
「
那
須
駒
」

と
世
話
係
の
女
の
子
を
モ
デ
ル
と
し
て
、

2
0
1
0
年
に
那
須
町
黒
田
原
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ク
ロ

ロ
は
馬
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
は
あ
り
ま
す
が
、

時
々
超
能
力
馬
「
ハ
イ
パ
ー
う
ま
」
に
変
身
し

て
、
ド
ラ
ム
演
奏
や
パ
ン
ト
マ
イ
ム
な
ど
を
披

露
し
ま
す
。
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

時
は
、
ク
ロ
ロ
の
ド
ラ
ム
に
合
わ
せ
て
、
ゆ
め

な
が
歌
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
ふ
た
り
の
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
も
C
D
と
し
て
発
売
さ
れ
て
い
ま

す
。
ふ
た
り
が
主
演
す
る
短
編
映
画
を
地
域
の

方
々
と
一
緒
に
製
作
し
た
り
、
ゆ
め
な
の
写
真

集
を
発
刊
し
た
り
と
地
域
経
済
活
性
化
に
も
大

貢
献
。
那
須
の
高
原
野
菜
や
黒
田
原
の
ご
当
地

料
理
「
だ
っ
ぱ
ら
汁
」
等
の
町
特
産
品
な
ど
、

町
の
魅
力
を
広
く
伝
え
る
べ
く
、
海
外
進
出
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

1
9
9
1
年
当
時
、
日
本
一
の
作
付
面
積
を

誇
っ
た
横
浜
町
の
菜
の
花
を
農
業
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
町
の
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
「
第
１
回
菜
の
花

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
イ
ベ
ン
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
誕
生
。
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

中
で
は
、
意
外
と
古
株
で
す
。
ア
イ
ド
ル
に
憧

れ
て
い
る
た
め
、
お
し
ゃ
れ
と
写
真
撮
影
が
大

好
き
。
常
に
か
わ
い
く
見
え
る
仕
草
を
研
究
し

て
い
る
の
で
、
カ
メ
ラ
を
向
け
ら
れ
る
と
自
然

と
キ
メ
ポ
ー
ズ
が
出
て
し
ま
う
ほ
ど
。
女
子
力

も
高
い
の
で
、
か
わ
い
ら
し
く
、
語
尾
に
「
…

な
の
」
と
つ
け
て
話
し
ま
す
。
ト
ッ
プ
ア
イ
ド

ル
を
目
指
し
、
日
々
レ
ッ
ス
ン
に
励
ん
で
い
る

な
っ
ち
ゃ
ん
で
す
が
、
全
国
各
地
の
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
、「
菜
の
花
」「
ホ
タ
テ
」「
長

芋
」
な
ど
の
町
特
産
品
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

町
全
体
の
P
R
も
欠
か
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
「
菜
の
花
の
町
横
浜
」
の
認
知
度
ア
ッ
プ
の

た
め
、
ミ
ツ
バ
チ
の
よ
う
に
あ
ち
こ
ち
飛
び
ま

わ
っ
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

本
名
は
、
お
し
ゃ 

ま
ん
べ
。
2
0
0
3
年
7
月
31
日
午
後
3
時

生
ま
れ
。
目
立
ち
た
が
り
屋
だ
が
、
ド
ジ
で
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ

い
。
温
厚
で
や
さ
し
く
の
ん
び
り
し
た
性
格
だ
が
、
激
怒
す
る

と
カ
ニ
ば
さ
み
で
攻
撃
す
る
こ
と
も
あ
る

コンビとしての誕生日は11月3日。
クロロは年齢不詳、ゆめなは中学一
年生の女の子。おっとりとして優し
い性格のクロロと馬が大好きでおて
んば娘のゆめなの合言葉は“チャレ
ンジ＆ドリーム”

1991年5月26日生まれ。本当は5歳だが、
憧れから自称＂永遠の17歳＂。元気いっぱ
いの夢見がち、背伸びしがちなミツバチ
の妖精の女の子。夢はトップミツバチア
イドルになってステージに立つこと

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、東ブロック（北海道・東北・関東）からピックアップ。

北海道長万部町

青森県横浜町

栃木県那須町

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　

2
0
0
3
年
、
長
万
部
町
開
礎
1
3
0
年

町
制
施
行
60
年
記
念
事
業
の
一
環
で
、
公
募
し

て
誕
生
し
た
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
カ
ニ

の
体
に
、
ホ
タ
テ
の
耳
、
髪
は
町
の
花
「
あ
や

め
」
と
、
全
身
町
特
産
品
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て

い
ま
す
。
即
興
ダ
ン
ス
が
得
意
と
い
う
お
ち
ゃ

め
な
性
格
な
が
ら
、
実
は
長
万
部
観
光
協
会

で
広
報
室
長
も
兼
任
し
て
い
る
と
い
う
真
面

目
な
一
面
も
。
基
本
的
に
は
JR
長
万
部
駅
舎
に

あ
る
観
光
案
内
所
「
ま
ん
べ
く
ん
の
部
屋
」
に

常
駐
し
て
い
ま
す
が
、
時
々
駅
の
ホ
ー
ム
に

現
れ
て
、
町
民
や
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。
雑
貨
や
お
菓
子
な
ど
、「
ま
ん
べ
く

ん
グ
ッ
ズ
」
も
多
数
発
売
さ
れ
て
お
り
、
今

や
人
気
は
全
国
区
。
さ
ら
な
る
町
の
知
名
度

ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
い
つ
か
テ
レ
ビ
に
出
演
し

た
い
と
夢
を
描
き
な
が
ら
、
今
は
地
道
な
P
R

活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

Vol.30

東
ブ
ロ
ッ
ク

北
海
道
長お

し
ゃ
ま
ん
べ

万
部
町ち

ょ
う

栃
木
県
那な

　す

　ま
ち

須
町

青
森
県
横よ

こ

浜は
ま

町ま
ち

次
回
は
、
中
ブ
ロ
ッ
ク
（
北
信
・
東
海
・
近
畿
）
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す

菜
の
花
イ
ベ
ン
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

那
須
町
黒
田
原
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ま
ん
べ
く
ん

な
っ
ち
ゃ
ん

長
万
部
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ク
ロ
ロ
と
ゆ
め
な
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収穫祭めぐり

作詞/作曲/編曲 green note coaster

　

6
月
下
旬
か
ら
12
月
ま
で
の
間
、
長
野
県
町

村
会
主
催
の「
信
州
縦
断 

元
気
な
ふ
る
さ
と
収

穫
祭
め
ぐ
り
２
０
１
７
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
14
年
目
を
迎
え
て
い
る
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
県
内
58
町
村
が
開
催
す
る
収
穫
祭

情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で

県
内
外
に
情
報
発
信
し
、
多
く
の
方
に
信
州
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、「
ふ
る
さ
と
（
町
村
）」

の
「
元
気
」
と
「
よ
さ
」
に
触
れ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
収
穫
祭
め
ぐ
り
」
と
「
県
内
58
町
村
の
収
穫

祭
」
の
詳
し
い
情
報
は
、「
収
穫
祭
め
ぐ
り
」の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
年
は
１

０
１
の
収
穫
祭
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

長野県町村会
　　「信州縦断元気なふるさと収穫祭めぐり」
　　　　　　　　　　　　オリジナルテーマソング

何から始めよう　美味しい楽しい
きのこ　きくいも　長芋　お蕎麦とうもろこし
おやき　すんき　五平餅　りんごぶどうに
ブルーベリー　梨　プルーン

おなかから身体から　信州の風が吹いて
足取りも軽くなっていく　Bring happiness

ふるさといつも心に　ここからはじまりの音が鳴る
歌おう響きわたる　あの日のままの笑顔に会える
巡り巡って今年もまた　この季節がきたよ
信州58町村収穫祭

次は何にしよう　美味しい楽しい
辛味大根　白菜　セロリに野沢菜
お米　レタス　栗　山菜　お味噌　干し柿
日本酒ワインで乾杯

おなかから身体から　信州の風が吹いて
ゆっくりと癒されていく　Bring happiness

ふるさといつも心に　ここからはじまりの音が鳴る
歌おう響きわたる　あの日のままの笑顔に会える
巡り巡って今年もまた　この季節がきたよ
信州58町村収穫祭

ららら　聞こえて来る　メロディーとともに
あはは　きみの笑い声　風に乗ってほら陽が昇るよ

ふるさといつも心に　ここからはじまりの音が鳴る
歌おう響きわたる　あの日のままの笑顔に会える
巡り巡って今年もまた　この季節がきたよ
信州58町村収穫祭

　より幅広いPRのため、今年新たに「収穫祭めぐり」
のオリジナルテーマソング「ココロフルサト」を作
成しました。
　歌詞に県内58町村の特産品を散りばめ、軽快なテ
ンポで爽やかな曲になっています。
　「ココロフルサト」は「収穫祭めぐり」のホームペー
ジか下のQRコードからお聴きください。県内58町村
の収穫祭の画像を載せた動画でお楽しみください！

元
気
な
ふ
る
さ
と
収
穫
祭
め
ぐ
り
２
０
１
7

信州
縦断

このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容については
取扱代理店（千里）までお問い合わせください。 ※この車両共済（保険）をご契約いただける方は、全国町村職員

　生活協同組合の自動車共済に加入されている方に限ります。

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

SJNK15-10902（2015.11.04作成）

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン日本興亜株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパン日本興亜の定める条件を満たす場合のみとなります。
　詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申し込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

この車両共済（保険）は、町村生協の自動車
共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの
補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗
難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 「損害保険ジャパン日本興亜株式会社」は損保ジャパンと日本興亜損保が 2014年９月１日に合併し誕生した会社です。

03-3519-7325
0120-731-087
（受付時間  月～金  午前9時30分～午後5時）

FAX

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

町村生協の自動車共済にご加入の皆様なら！
●無事故による割引で新規から （保険料）割引％43

・ ご加入を希望するお車が町村生協の自動車共済で過去3年
        無事故の場合は、ノンフリート等級9等級からスタートします。 ・保険料分割払をご利用の場合は上記の集団扱年一括払の5%割引の適用はありません。

●集団扱年一括払いによる割引で更に ％割引5
保険料分割払(12回）も選択可能です。

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
（一般自動車保険の車両保険）

情　報
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キ
ズ
ナ
（
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
）
は
２
０
１

０
年
３
月
生
ま
れ
の
競
走
馬
で
す
。
父
は

名
馬
デ
ィ
ー
プ
イ
ン
パ
ク
ト
、
母
は

キ
ャ
ッ
ト
ク
イ
ル
。
実
績
の
あ
る
血
統
で

し
た
が
、
母
が
超
高
齢
出
産
で
あ
っ
た
た

め
、
注
目
度
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
混
乱
が

続
く
中
、
そ
の
運
命
的
な
名
前
を
背
負
っ

て
２
０
１
２
年
秋
に
デ
ビ
ュ
ー
し
、
２
０

１
３
年
の
日
本
ダ
ー
ビ
ー
馬
と
な
り
ま
し

た
。
鮮
や
か
な
勝
ち
っ
ぷ
り
や
主
戦
騎
手

の
人
間
模
様
も
プ
ラ
ス
さ
れ
て
大
き
く
脚

光
を
浴
び
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
遠
征
で
も
勝
利
を
お
さ

め
、
前
途
洋
々
の
中
怪
我
を
繰
り
返
し
て

は
再
起
す
る
も
の
の
２
０
１
５
年
に
引

退
。
現
在
は
北
海
道
の
ス
タ
リ
オ
ン
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
養
さ
れ
種
牡
馬
生
活
を

送
っ
て
お
り
、
今
年
の
春
に
は
多
く
の
初

年
度
産
駒
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
の
終
わ
り
、
初
め
て
夏
休
み

を
と
っ
て
妻
と
一
緒
に
キ
ズ
ナ
に
会
い
に

北
海
道
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
休

ん
で
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
コ

コ
」
と
以
前
か
ら
決
め
て
い
た
た
め
、
も

め
る
こ
と
も
な
く
す
ん
な
り
と
念
願
の
再

会
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。キ
リ
っ

と
し
た
姿
、
澄
ん
だ
ま
な
ざ
し
は
そ
の
ま

ま
で
し
た
が
、
体
が
一
回
り
も
二
回
り
も

大
き
く
な
り
、
若
い
な
が
ら
パ
パ
の
貫
録

を
漂
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
何
と
も
言
え
な

い
感
情
が
こ
み
あ
げ
て
き
て
、
不
覚
に
も

ハ
ン
カ
チ
の
お
世
話
に
な
っ
た
次
第
で
す
。

　

私
た
ち
の
ま
ち
伯
耆
町
は
中
国
地
方
の

最
高
峰
大
山
の
麓
に
あ
り
、
人
口
は
１
万

１
千
人
余
り
、
ゴ
ル
フ
場
や
別
荘
な
ど
が

多
く
あ
る
町
で
す
。
古
く
は
牛
馬
市
で
栄

え
た
場
所
で
す
が
、
競
走
馬
に
は
全
く
縁

の
な
い
土
地
柄
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
２
０

年
ほ
ど
前
に
事
業
家
で
オ
ー
ナ
ー
ブ
リ
ー

ダ
ー
で
も
あ
る
方
が
、
競
走
馬
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
施
設
を
オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
活
躍
馬
を
輩
出
さ
れ
、
騎
手
な
ど

関
係
者
の
来
訪
も
あ
っ
て
徐
々
に
競
馬
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

中
、
つ
い
に
日
本
ダ
ー
ビ
ー
馬
に
輝
い
た

の
が
キ
ズ
ナ
で
す
。
グ
ル
ー
プ
の
馬
産
は

す
べ
て
北
海
道
で
行
わ
れ
、
１
歳
の
秋
に

本
町
に
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
１
年

間
厳
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
で
デ

ビ
ュ
ー
と
な
る
の
で
す
が
、
幼
少
期
の
キ

ズ
ナ
は
大
き
く
て
、
お
と
な
し
く
、
少
し

ぽ
っ
ち
ゃ
り
気
味
の
馬
で
し
た
。
た
だ
、

よ
く
食
べ
る
こ
と
に
加
え
独
特
の
オ
ー
ラ

が
あ
り
、
牧
場
ス
タ
ッ
フ
の
接
し
方
か
ら

期
待
の
大
き
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
専
門
的
な
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な

い
の
で
す
が
、
人
間
の
見
た
目
で
い
う
と

踝
の
部
分
の
強
い
弾
力
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。

　
「
速
く
走
る
よ
う
育
て
て
、
勝
た
せ
て

や
り
た
い
」
こ
れ
が
関
係
者
の
思
い
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
朝
早
く
か
ら
調
教
を
行

い
ま
す
。
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
や
怪
我
と
背

中
合
わ
せ
な
の
は
ア
ス
リ
ー
ト
の
宿
命
で

す
し
、
そ
こ
ま
で
追
い
込
む
の
は
勝
て
な

か
っ
た
競
走
馬
の
運
命
を
皆
が
理
解
し
て

い
る
か
ら
で
す
。
少
し
で
も
長
く
活
躍
す

る
こ
と
こ
そ
が
競
走
馬
に
と
っ
て
の
よ
い

生
き
方
で
あ
る
と
、
一
生
懸
命
人
間
が
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
町
内
に
は
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
施
設
を
支
援
す
る
た
め
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
が
あ
り
、
草
刈
り
な
ど
の
作

業
を
通
し
て
関
係
者
と
の
交
流
を
図
っ
て

お
り
、
町
民
が
競
走
馬
を
見
る
目
は
温
か

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
キ
ズ

ナ
が
日
本
ダ
ー
ビ
ー
を
優
勝
し
た
時
の
町

内
の
盛
り
上
が
り
は
と
て
も
大
き
な
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
取
材
も
多
く
あ
り
、
本

町
が
一
躍
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
驚
き
で
し
た
。

　
「
仲
間
の
よ
う
な
」
そ
う
言
う
と
不
思

議
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私

は
こ
の
一
頭
の
馬
に
そ
ん
な
感
情
を
持
っ

て
い
ま
す
。
基
礎
自
治
体
の
長
と
し
て
多

く
の
課
題
に
対
し
て
無
我
夢
中
で
取
り
組

む
中
で
、
純
粋
に
速
く
走
ろ
う
と
頑
張
る

キ
ズ
ナ
の
姿
は
自
分
へ
の
励
ま
し
と
映
り

ま
し
た
し
、
勇
気
を
も
ら
っ
て
い
る
気
が

し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
夢
は
走
り
続
け
る
」。
こ
こ

に
こ
そ
、
競
馬
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
タ

テ
イ
メ
ン
ト
の
真
骨
頂
が
あ
り
ま
す
。
２

０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
父

キ
ズ
ナ
の
夢
を
引
き
継
ぐ
子
ど
も
た
ち
が

走
り
出
す
こ
と
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

森
もり

安
やす

　　 保
たもつ

鳥取県町村会長・伯
ほう

耆
き

町長

キズナ
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